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た
が
っ
て
、
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
」
史
の
脱
構
築
が
ま

ず
必
要
で
あ
る
。
は
じ
め
か
ら
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
」

と
そ
の
歴
史
が
あ
っ
た
と
考
え
ず
、
い
わ
ゆ
る

「
イ
ス
ラ
ー
ム
健
界
」
の
歴
史
も
含
め
て
ユ
ー
ラ

シ
ア
西
方
地
域
の
過
去
に
起
こ
っ
た
諸
事
象
を
丁

寧
に
解
き
ほ
ぐ
し
パ
ー
ツ
に
ば
ら
し
て
、
全
体
を

新
し
い
世
界
史
の
視
点
か
ら
も
う
一
度
解
釈
し
組

み
立
て
直
し
て
み
れ
ば
ど
う
だ
ろ
う
。
「
申
達
」

と
い
う
概
念
に
基
づ
い
て
構
想
さ
れ
た
中
国
史
に

つ
い
て
も
同
様
の
手
続
き
が
必
要
で
あ
る
。
こ
れ

ま
で
の
国
、
文
明
ご
と
の
歴
史
研
究
の
成
果
を

＝
体
の
世
界
」
の
歴
史
と
い
う
観
点
か
ら
見
直

せ
ば
、
そ
こ
に
浮
か
び
上
が
る
過
去
の
解
釈
と
叙

述
は
、
こ
れ
ま
で
の
世
界
史
と
は
相
当
異
な
っ
た

も
の
と
な
る
は
ず
で
あ
る
。

一【

n
O
八
年
度

　
　
史
学
研
究
会
大
会
・
総
会
の
記
録

　
史
学
研
究
会
の
工
○
○
八
年
度
大
会
・
総
会
は
、

一
一
月
二
日
（
日
）
一
三
時
か
ら
一
七
時
ま
で
、

京
都
大
学
文
学
部
新
館
に
お
い
て
開
催
さ
れ
た
。

　
総
会
で
は
、
藤
井
譲
治
理
事
長
に
よ
る
挨
拶
の

後
、
横
山
良
氏
を
司
会
に
選
出
し
て
、
庶
務
・
編

集
・
会
計
・
広
報
に
関
す
る
報
告
が
な
さ
れ
た
。

　
庶
務
（
中
砂
明
徳
常
務
理
事
）
か
ら
は
、
役
員

の
交
代
、
今
年
度
の
例
会
実
施
、
会
員
数
・
史
林

送
付
数
の
動
向
な
ど
に
つ
い
て
報
告
が
あ
っ
た
。

ま
た
、
来
年
四
月
十
八
日
（
土
）
の
例
会
開
催

（
テ
ー
マ
「
戦
争
」
）
が
案
内
さ
れ
た
。

　
編
集
（
南
川
高
志
常
務
理
事
）
か
ら
は
、
『
史

林
』
が
順
調
に
刊
行
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
委
員
の

増
員
・
副
査
制
度
の
整
備
な
ど
編
集
体
制
の
強
化

を
図
っ
て
い
る
こ
と
、
本
年
四
月
に
開
催
さ
れ
た

「
環
境
」
を
テ
ー
マ
と
し
た
例
会
の
発
表
と
討
論

が
第
九
十
二
巻
一
号
の
特
集
号
に
ま
と
め
ら
れ
る

予
定
で
あ
る
こ
と
が
報
告
さ
れ
た
。

　
会
計
（
泉
拓
良
常
務
理
事
）
か
ら
は
、
二
〇
〇

八
年
度
漢
籍
、
会
費
滞
納
者
の
退
会
規
定
作
成
の

準
備
、
東
京
堂
へ
の
委
託
販
売
の
実
績
、
振
込
み

用
紙
の
封
入
を
来
年
度
か
ら
年
二
回
（
三
月
刊
行

の
二
号
、
一
一
月
刊
行
の
六
号
）
と
す
る
こ
と
が

報
告
さ
れ
た
。

　
こ
れ
に
引
き
つ
づ
き
、
公
開
講
演
が
行
な
わ
れ

た
。
講
演
は
次
の
二
本
で
あ
っ
た
。

　
上
原
　
真
人
氏

　
「
歴
史
情
報
源
と
し
て
み
た
瓦
」

　
羽
田
　
正
氏

　
「
イ
ス
ラ
ー
ム
世
界
と
新
し
い
世
界
史
」

講
演
者
紹
介
と
司
会
は
、
そ
れ
ぞ
れ
泉
拓
良
理
事

と
濱
田
正
美
理
事
が
つ
と
め
た
。
講
演
内
容
は
本

号
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
が
、
と
も
に
熱
の
こ
も
っ

た
報
告
で
あ
り
、
日
曜
日
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら

ず
～
〇
四
名
の
聴
講
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
。

　
公
開
講
演
の
の
ち
、
吉
本
道
雅
理
事
が
閉
会
の

辞
を
述
べ
た
。
大
会
終
了
後
、
オ
ー
プ
ン
な
立
食

形
式
の
懇
親
会
が
開
か
れ
た
。

　
な
お
、
総
会
と
大
会
に
先
立
っ
て
開
催
さ
れ
た

秋
期
理
事
・
評
議
員
会
に
お
い
て
、
庶
務
・
編

集
・
会
計
・
広
報
の
各
常
務
理
事
か
ら
会
務
報
告

が
あ
っ
た
ほ
か
、
次
の
八
名
が
編
集
委
員
に
加
わ

る
こ
と
が
了
承
さ
れ
た
。

　
吉
川
真
司
、
吉
本
道
雅
、
濱
田
正
美
、
小
山
哲
、

上
原
落
入
、
永
井
和
、
杉
本
淑
彦
、
米
家
泰
作

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
文
責
　
中
砂
明
徳
）

『
史
林
』
投
稿
規
定

　
　
　
　
　
　
　
（
二
〇
〇
八
年
～

一
月
改
定
）

◇
資
格
　
本
会
会
員
で
あ
る
こ
と
。

◇
投
稿
受
付
原
稿
の
種
類
、
長
さ

論
説
　
1
段
組
5
4
字
×
1
9
行
の
体
裁
で
、

　
三
二
〇
〇
〇
字
以
内

研
究
ノ
ー
ト
　
2
段
組
2
9
字
×
2
0
行
の
体
裁
で
、

　
二
〇
〇
〇
〇
字
以
内

研
究
動
向
　
2
段
組
2
9
字
×
2
0
行
の
体
裁
で
、
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三
二
〇
〇
〇
字
以
内

更
料
紹
介
　
2
段
組
2
9
字
×
2
0
行
の
体
裁
で
、

　
三
二
〇
〇
〇
字
以
内

書
評
・
論
文
評
　
2
段
組
、
八
○
○
○
字
以
内

紹
介
　
3
段
組
、
＝
～
○
○
字
程
度

◇
い
ず
れ
に
お
い
て
も
、
本
文
や
注
だ
け
で
な
く

　
謝
辞
や
図
表
・
翻
刻
を
含
め
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の

　
紙
幅
に
収
め
る
こ
と
。

◇
注
は
各
章
末
に
入
れ
る
こ
と
。

◇
「
欧
文
タ
イ
ト
ル
」
を
添
付
す
る
こ
と
。

◇
論
説
に
は
「
要
約
」
（
四
〇
〇
字
以
内
）
を
添

　
付
の
こ
と
。
「
要
約
」
は
上
記
の
紙
幅
制
限
の

　
対
象
外
と
す
る
。

◇
論
説
お
よ
び
研
究
ノ
ー
ト
の
投
稿
者
は
、
掲
載

　
が
決
定
し
た
時
点
で
、
「
欧
文
要
約
」
（
六
〇
〇

　
～
八
○
○
語
程
度
）
を
提
出
す
る
こ
と
。
な
お
、

　
英
文
要
約
に
隈
り
、
翻
訳
に
よ
る
作
成
依
頼
に

　
も
応
じ
る
が
、
経
費
は
投
稿
者
負
担
と
す
る
。

◇
査
読
用
に
複
本
（
原
本
か
ら
コ
ピ
ー
し
た
も

　
の
）
1
部
を
添
付
す
る
こ
と
。

◇
電
子
デ
ー
タ
が
あ
る
場
合
に
は
、
下
記
「
補

　
足
」
の
く
電
子
デ
ー
タ
添
付
要
領
〉
に
従
っ
て

　
添
付
す
る
こ
と
。

◇
図
版
が
必
要
な
場
合
は
、
下
記
「
補
足
し
の
く
図

　
版
作
成
要
領
〉
に
従
っ
て
作
成
、
添
付
す
る
こ

　
と
。

注
意
：
特
殊
な
図
表
を
掲
載
し
た
り
、
特
殊
活

　
字
を
用
い
る
場
合
に
は
、
そ
の
留
錫
経
費
の
一

　
部
を
負
担
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

送
り
先
：
史
林
編
集
委
員
会

一
工
ハ
〇
六
人
五
〇
一
京
都
市
左
京
区
吉
田
本
町

京
都
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
内
　
史
学
研
究
会

『
史
林
』
投
稿
規
定
「
補
足
」

〈
電
子
デ
ー
タ
添
付
要
領
〉

・
電
子
デ
ー
タ
は
、
フ
ロ
ッ
ピ
ー
デ
ィ
ス
ク
・
C

　
D
－
R
・
C
D
l
R
W
の
い
ず
れ
か
の
メ
デ
ィ

　
ア
に
保
存
し
て
提
出
す
る
こ
と
。

・
本
文
の
電
子
デ
ー
タ
は
、
マ
イ
ク
ロ
ソ
フ
ト
・

　
ワ
ー
ド
、
～
太
郎
、
テ
キ
ス
ト
フ
ァ
イ
ル
の
い

　
ず
れ
か
の
形
式
で
保
存
し
、
保
存
形
式
（
O
S

　
お
よ
び
使
用
ソ
フ
ト
）
を
明
示
す
る
こ
と
。

・
図
版
に
電
子
デ
ー
タ
を
使
用
す
る
場
合
に
は
、

　
ソ
フ
ト
（
旨
旨
落
差
。
増
や
勺
ゲ
0
8
魯
。
℃
な
ど
）

　
や
バ
ー
ジ
ョ
ン
に
つ
い
て
事
前
に
照
会
・
確
認

　
を
す
る
こ
と
。

〈
図
版
作
成
要
領
〉

・
本
文
原
夢
中
に
図
版
の
割
付
箇
所
を
注
記
す
る

　
こ
と
。

・
仕
上
寸
法
は
、
最
大
で
珊
㎜
×
珊
㎜
（
キ
ャ
プ

シ
ョ
ン
込
み
）
と
す
る
こ
と
。

・
図
お
よ
び
写
真
は
、
仕
上
寸
法
の
2
倍
（
面
積

4
倍
）
程
度
で
作
成
し
、
希
望
縮
尺
率
を
明
記

す
る
こ
と
。

・
図
は
、
ト
レ
ー
シ
ン
グ
ペ
ー
パ
ー
や
製
図
用
ケ

ン
ト
紙
な
ど
に
製
図
用
イ
ン
キ
で
明
瞭
に
描
く

こ
と
。
そ
の
際
、
線
の
太
さ
を
一
定
に
保
つ
た

め
、
製
図
用
ペ
ン
を
使
用
す
る
こ
と
が
望
ま
し

　
い
。

・
藩
中
の
文
字
は
写
真
植
字
を
用
い
て
印
刷
す
る

の
で
、
鉛
筆
書
き
す
る
か
、
上
に
ト
レ
ー
シ
ン

グ
ペ
ー
パ
ー
を
重
ね
該
当
箇
所
に
文
字
の
み
を

書
き
入
れ
る
こ
と
。
ま
た
、
イ
ン
ス
タ
ン
ト
レ

タ
リ
ン
グ
や
ワ
ー
プ
ロ
文
字
を
原
図
に
貼
り
付

け
る
場
合
は
、
仕
上
段
階
の
鮮
明
度
を
配
慮
す

る
こ
と
。

・
写
真
は
、
原
版
が
十
分
に
鮮
明
で
コ
ン
ト
ラ
ス

ト
が
明
瞭
な
も
の
を
選
ぶ
こ
と
。
な
お
、
巻
頭

に
ア
ー
ト
紙
で
印
刷
す
る
こ
と
を
希
望
す
る
場

合
は
、
割
付
・
仕
上
等
は
編
集
委
員
会
で
調
整

す
る
。
そ
の
経
費
は
投
稿
者
負
担
と
な
る
こ
と

が
あ
る
。

・
表
は
、
仕
上
を
配
慮
し
て
、
文
字
数
や
表
現
法

を
工
矢
す
る
こ
と
。
原
表
の
掲
載
を
希
望
す
る
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場
合
は
、
そ
の
旨
を
明
記
し
、
図
版
に
準
じ
た

　
体
裁
を
整
え
る
こ
と
。

注
意
：
図
表
に
不
備
が
あ
る
場
合
は
、
投
稿
者
に

　
修
正
を
依
頼
す
る
か
、
編
集
委
員
会
が
修
正
し

　
ま
す
（
経
費
は
投
稿
者
負
担
と
な
り
ま
す
）
。

　
　
受
　
贈
　
誌

　
　
　
　
　
　
　
（
二
〇
〇
八
年
八
月
二
七
日
～

　
　
　
　
　
　
　
二
〇
〇
八
年
一
〇
月
二
〇
日
）

日
本
民
俗
学
（
日
本
民
俗
学
会
）
二
五
四

〉
属
日
国
即
○
℃
○
い
O
O
H
O
》
冒
　
　
　
　
ω
O
H
国
瓢
○
国

　
（
日
9
　
　
0
窪
。
延
　
旨
○
玉
津
同
　
o
｛
　
↓
国
国

　
》
客
↓
国
図
○
℃
O
U
O
O
同
O
＞
じ
　
　
　
ω
○
○
同
国
日
《

　
○
閏
累
H
℃
℃
○
属
）
　
一
一
⊥
バ
ー
一
一

愛
知
大
学
文
学
論
叢
（
愛
知
大
学
文
学
会
）
一
三

　
八
史
　
と
美
術
（
史
　
美
術
同
入
会
）
七
八
七

研
究
紀
要
（
富
山
県
立
山
博
物
館
）
一
五

東
方
學
報
（
京
都
大
学
入
文
科
学
研
究
所
）
京
都

　
八
二

考
古
学
報
（
中
国
社
会
科
学
考
古
学
研
究
所
）
二

　
〇
〇
八
⊥
二

駿
台
史
學
（
駿
台
史
学
会
）
一
三
四

立
命
館
三
八
（
立
命
館
大
学
法
学
会
）
三
一
八

文
化
（
東
北
大
学
文
学
会
）
七
〇
1
三
・
四

一
橋
製
酪
（
」
橋
大
学
大
学
院
一
橋
研
究
編
集
委

　
員
会
）
三
三
一
一
（
通
巻
一
五
九
）

鹿
児
島
経
済
論
集
（
鹿
児
島
国
際
大
学
経
済
学
部

　
学
会
）
四
九
一
一

国
家
學
會
雑
誌
（
国
家
学
会
事
務
所
）
～
二
一
－

　
七
・
八

立
命
館
産
業
社
会
論
集
（
立
命
館
産
業
社
会
学

　
会
）
四
四
1
～
（
逓
巻
　
三
七
）

松
本
市
史
研
究
（
松
本
市
）
一
八

国
立
情
報
学
研
究
所
ニ
ュ
ー
ス
（
国
立
情
報
学
研

　
究
所
）
四
一

学
術
研
究
－
地
理
学
・
歴
史
学
・
社
会
科
学
編
1

　
（
早
稲
田
大
学
教
育
学
部
）
五
六

入
合
雑
誌
（
主
導
會
（
東
京
大
学
文
学
部
内
）
）

　
＝
七
－
八

国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
研
究
報
告
（
国
立
歴
史
民

　
俗
博
物
館
）
一
四
三

国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
研
究
報
告
（
国
立
歴
史
民

　
俗
博
物
館
）
一
四
四

国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
年
報
（
国
立
歴
史
民
俗
博

　
物
館
）
四

美
術
研
究
（
東
京
文
化
財
研
究
所
）
三
九
五

鴨
台
史
学
（
大
正
大
学
史
学
会
）
八

立
命
館
文
学
（
立
命
館
大
学
人
文
学
会
）
六
〇
七

｝
2
ヨ
巴
○
｛
署
o
H
夢
霧
暮
》
ω
一
雪
曇
し
・
8
蔓

　
（
客
。
昏
夢
＄
認
》
ω
一
思
匡
の
け
o
H
網
閏
。
毒
喚
け
一
呂
）

　
五
1
～

信
濃
（
信
濃
史
学
会
）
六
〇
一
九

〉
属
翼
〉
い
同
u
H
O
》
、
閏
○
の
○
〉
力
麟
（
ヴ
ェ
ネ
チ

　
ア
大
学
外
国
言
語
・
文
学
部
　
東
ア
ジ
ア
研
究

　
科
）
×
ピ
く
押
三
（
三
八
）
二
〇
〇
七

田
。
。
8
鐙
鼠
の
邑
＄
津
（
巴
O
。
｝
Φ
σ
q
一
。
U
①
竃
震
－

　
ざ
○
）
二
二
九

日
本
史
研
究
（
日
本
史
研
究
会
）
五
五
三

経
済
論
集
（
ソ
ウ
ル
大
学
校
経
済
研
究
所
）
四
七

　
一
二
・
三

目
林
（
藝
林
山
）
五
七
－
二

古
代
文
化
（
古
代
学
協
会
）
六
〇
1
二

史
　
と
美
術
（
二
丁
美
術
同
孜
会
）
七
八
八

日
本
歴
史
（
日
本
歴
史
学
編
集
）
七
二
五

龍
谷
大
学
佛
教
文
化
研
究
所
紀
要
（
龍
谷
大
学
佛

　
教
文
化
研
究
所
）
四
六

史
興
ず
研
究
（
広
島
史
学
研
究
会
）
　
～
エ
ハ
ニ

歴
史
学
と
歴
史
教
育
（
歴
史
学
と
歴
史
教
育
の

　
会
）
六
六

史
観
（
早
稲
田
大
学
史
学
会
）
一
五
九

経
済
科
学
（
名
古
屋
大
学
大
学
院
経
済
学
研
究

　
科
）
甲
血
⊥
パ
ー
二
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日
本
学
士
院
紀
要
（
日
本
学
士
院
）
六
三
－
一

韓
国
史
研
究
彙
報
（
韓
国
国
史
編
纂
委
員
会
）
～

　
四
一

史
料
（
皇
學
館
大
學
史
料
編
纂
所
報
）
（
皇
學
館

　
大
群
史
料
編
纂
所
）
二
一
五

團
立
歴
史
民
俗
博
物
館
研
究
報
告
（
国
立
歴
史
民

　
俗
博
物
館
）
一
四
一

東
洋
史
研
ぬ
九
（
東
洋
史
研
究
A
露
）
よ
ハ
七
－
二

三
康
文
化
研
究
所
所
報
（
下
肴
文
化
研
究
所
）
四

　
三
信
嗣
濃
…
（
信
濃
史
学
会
）
山
ハ
O
l
｝
○

　
　
会
　
　
告

本
号
は
定
価
二
〇
〇
〇
円
で
す
が
、

格
は
…
二
〇
〇
円
に
致
し
ま
す
。

編
　
集
　
後
　
記

会
員
価

　
九
二
巻
一
号
を
お
届
け
い
た
し
ま
す
。
本
号
は

九
㎝
巻
…
号
（
「
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
」
）
に
続
き
、
史

学
研
究
会
例
会
の
特
集
号
と
な
り
ま
す
。
論
説
・

研
究
動
向
・
書
評
・
紹
介
い
ず
れ
も
環
境
に
か
か

わ
る
も
の
で
す
が
、
そ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
は
多
角
的

で
あ
り
、
文
章
の
長
短
の
別
な
く
、
い
ず
れ
も
力

作
で
す
。
ご
味
読
下
さ
い
。

　
本
特
集
号
の
テ
ー
マ
で
あ
る
環
境
に
か
ん
し
て
、

現
在
わ
れ
わ
れ
が
日
常
的
に
耳
に
す
る
の
は
地
球

温
暖
化
問
題
で
し
ょ
う
。
地
球
温
暖
化
の
原
因
と

さ
れ
る
温
室
効
果
ガ
ス
、
と
り
わ
け
二
酸
化
炭
素

の
排
出
削
減
が
国
際
的
な
環
境
対
策
の
目
標
と
さ

れ
て
い
る
の
は
周
知
の
漁
り
で
す
。

　
環
境
を
テ
ー
マ
と
し
た
例
会
が
行
わ
れ
た
の
は

　　

宦
對
ｪ
年
で
す
が
、
同
年
は
二
酸
化
炭
素
排
出

削
減
に
つ
な
が
る
と
い
う
、
バ
イ
オ
燃
料
を
ア
メ

リ
カ
が
増
産
し
た
結
果
、
そ
の
原
料
と
な
る
穀
物

価
格
の
高
騰
を
招
き
、
ま
た
一
方
で
ガ
ソ
リ
ン
の

高
騰
を
抑
え
る
こ
と
が
出
来
ま
せ
ん
で
し
た
。
し

か
し
秋
以
降
に
は
、
や
は
り
ア
メ
リ
カ
の
サ
ブ
プ

ラ
イ
ム
問
題
に
端
を
発
す
る
金
融
危
機
に
よ
っ
て
、

バ
イ
オ
燃
料
な
り
ガ
ソ
リ
ン
な
り
を
消
費
す
る
自

動
車
産
業
が
大
き
な
打
撃
を
受
け
ま
し
た
。

　
こ
の
、
終
わ
り
の
見
え
な
い
「
未
曽
有
」
の
金

融
危
機
は
二
〇
〇
九
年
初
頭
も
社
会
に
暗
い
影
を

落
と
し
て
い
ま
す
。
国
際
社
会
が
足
並
み
を
揃
え

て
環
境
問
題
に
対
処
す
る
と
い
う
体
制
も
後
退
し

て
し
ま
う
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
し
か
し
、
歴
史
学
・
考
古
学
・
地
理
学
な
ど
の

分
野
の
垣
根
を
越
え
、
環
境
か
ら
世
界
史
の
再
構

築
を
目
指
す
と
い
う
、
学
界
の
新
し
い
協
調
体
制

は
決
し
て
後
退
さ
せ
る
べ
き
で
は
な
い
と
考
え
ま

す
。
「
歳
寒
く
し
て
、
然
る
後
に
松
柏
の
彫
む
に

後
る
る
を
知
る
な
り
」
と
い
う
孔
子
の
言
葉
が
あ

り
ま
す
が
、
こ
の
よ
う
な
「
寒
い
」
時
期
だ
か
ら

こ
そ
、
学
界
の
真
価
が
問
わ
れ
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

　
次
回
例
会
（
四
月
一
八
日
）
の
テ
ー
マ
は
［
戦

争
」
で
す
。
決
し
て
タ
イ
ム
リ
…
に
な
っ
て
欲
し

く
は
な
い
テ
ー
マ
で
す
が
、
わ
れ
わ
れ
が
避
け
て

通
る
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
も
の
で
す
。
ご
来
聴
を

心
よ
り
お
待
ち
申
し
上
げ
ま
す
（
詳
細
は
本
懐
を

ご
参
照
下
さ
い
）
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
藤
井
律
之
）

命
史
学
研
究
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
・
ア
ド
レ
ス

　
　
彦
で
”
＼
〉
薯
壽
。
自
ぎ
。
．
一
唱
＼
。
・
ゴ
～
邑
①
×
．
冥
巨

エ。。

B。
ﾙ
…
嬰
語
翻
定
価
二
〇
〇
畠

史
林
第
九
二
巻
笙
号
（
逓
巻
第
四
七
三
号
）

　
　
　
京
郡
市
左
東
区
害
m
本
町
京
都
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
内

　
　
　
　
　
眺
A
轡
・
七
五
）
七
五
三
土
夫
七

発
行
人

印
刷
所

史
　
　
学
　
研
　
究
　
会

振
替
京
都
○
｝
〇
七
〇
－
二
－
五
一
五
五
番

理
事
長
　
　
藤
　
　
井
　
　
譲
　
　
治

　
　
　
　
京
都
市
南
区
上
鳥
羽
藁
田
二
九

中
村
印
刷
株
式
会
社
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史
学
研
究
会
例
会
の
お
知
ら
せ

　
左
記
の
と
お
り
、
史
学
研
究
会
例
会
を
開
催
い
た
し
ま
す
。
多
数
ご
来
会
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
、
ご
案
内
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　
日
　
時
　
二
〇
〇
九
年
四
月
一
八
日
（
土
）
　
午
後
一
時
～
午
後
六
時
一
五
分

　
　
場
　
所
　
京
都
大
学
文
学
部
新
館
第
三
講
義
室

　
　
テ
ー
マ
　
「
戦
争
」

プ
ロ
グ
ラ
ム

　
　
開
会
の
挨
拶
　
　
　
　
　
　
史
学
研
究
会
理
事
長
　
藤
井
譲
治

　
　
趣
旨
説
明
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
砂
明
徳

　
第
一
部
（
午
後
一
時
一
五
分
～
三
時
四
〇
分
）

　
　
報
告
一
　
千
田
嘉
博
（
考
古
学
）
「
城
郭
と
戦
争
の
考
古
学
」

　
　
報
告
一
一
尾
下
成
敏
（
日
本
史
）
「
豊
臣
政
権
の
『
九
州
惣
無
事
駈
…
西
国
制
圧
構
想
を
め
ぐ
っ
て
」

　
　
報
告
三
　
鈴
木
直
志
（
西
洋
史
）
「
ベ
ロ
ー
ナ
が
解
き
放
た
れ
る
時
－
近
代
転
換
期
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
戦
争
早
漏

第
二
部
（
午
後
四
時
～
五
時
三
五
分
）

　
報
告
四
高
嶋
航
（
東
洋
史
）

　
報
告
五
　
福
間
良
明
（
　
一
十
世
紀
学
）

「
戦
争
と
ス
ポ
ー
ツ
　
　
岡
部
平
太
と
日
満
華
交
馳
競
技
大
会
」

「
戦
後
日
本
と
戦
争
体
験
論
の
変
容
扁

質
疑
お
よ
び
討
論
（
午
後
五
時
～
二
五
分
～
午
後
六
時
）

閉
会
の
挨
拶
　
　
　
　
　
京
都
大
学
文
学
研
究
科
歴
史
文
化
学
系
代
表

終
了
後
、
懇
親
会
（
午
後
六
時
三
〇
分
～
八
時
）

※
例
会
、
懇
親
会
と
も
参
加
は
無
料
で
す
。

を
開
催
い
た
し
ま
す
。

史
　
学
　
研
　
究
　
会
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